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   死者数計       約29,400人 

   愛知県全体の死者数 



平成２８年度 大規模地震時医療活動訓練 
（政府訓練） 

１ 訓練の概要 

  愛知県を南海トラフ地震の被災地と想定し、全国から   
 参集した災害派遣医療チーム（DMAT）が関係行政機関及 
 び災害拠点病院と連携し、広域医療搬送及び地域医療搬 
 送等の患者搬送、医療活動の実動訓練を実施する。 
  
 （訓練想定） 
  ８月５日（金）正午に和歌山県南方沖でマグニチュー 
 ド９．１、愛知県で最大震度７の南海トラフ地震が発生。 
   沿岸部を中心に建物倒壊、津波、火災による多くの死 
  傷者発生。 
 
 【被災県】：愛知県、山梨県、静岡県、三重県 
 【支援県】：岩手県、東京都、岐阜県、愛媛県 



２ 訓練実施日 

  平成28年8月6日（土）7時から17時まで 
 

３ 避難場所 
  ・広域搬送拠点臨時医療施設（SCU)：県営名古屋空港 

 ・前線拠点型SCU：熱田神宮公園、半田運動公園、 
          道の駅 筆柿の里（幸田町） 
 ・その他の訓練場所：愛知県災害情報センター、 
  各災害拠点病院、各保健所（中核市保健所を含む） 
 

４ 訓練参加機関（愛知県の訓練関係機関） 
    愛知県、厚労省DMAT事務局、DPAT事務局、愛知県警察本部、東海 
    北陸厚生局、中部地方整備局、中部運輸局、東海総合通信局、第 
  四管区海上保安本部、航空自衛隊、陸上自衛隊第１０師団、名古 
  屋市、半田市、豊田市、岡崎市、豊橋市、幸田町、災害拠点病院 
 （岡崎市民病院始め35病院）、幸田町消防本部始め8消防本部、日赤 
  愛知県支部、愛知県医師会、愛知県透析医会、愛知県薬剤師会、 
  愛知県医薬品卸協同組合、太平洋フェリー㈱、中部電力㈱、NEXCO 
  中日本㈱、㈱フジドリームエアライン、日本航空㈱など 





西三河地域の想定死傷者数 
碧南市 刈谷市 安城市 西尾市 知立市 高浜市 西三南西計 

死亡者 (1200) (400) (700) (3,200) (200) (300) (6,000) 

重症者 1,150 
(230) 

630 
(126) 

1,130 
(226) 

2,380 
(476) 

310 
(62) 

320 
(64) 

5,920 
(1,184） 

軽症者 1,900 1,870 2,870 4,770 730 740 12,880 

避難者 24,000 8,300 8,300 70,000 2,800 5,000 118,400 

計 27,050 10,800 12,300 77,150 3,840 6,060 137,200 

岡崎市 幸田町 西三南東計 

死亡者 （700） （60） （760） 

重症者 920 
(184) 

90 
(18) 

1,110 
(202) 

軽症者 2,850 400 3,250 

避難者 15,000 1,000 16,000 

計 18,770 1,490 20,360 

豊田市 みよし市 西三北計 

死亡者 （200） （40） （240） 

重症者 200 
(40) 

90 
(18) 

290 
(58) 

軽症者 1,600 400 2,000 

避難者 39,000 1,000 40,000 

計 40,800 1,490 42,290 

※死亡者（ ）は、「計」から除く。重症者（ ）は、赤トリアージの数。 



岡崎市民病院 

西尾市民病院 

安城更生病院 

刈谷豊田総合病院 

筆柿の郷 

トヨタ記念病院 

豊田厚生病院 



震度分布と災害拠点病院 
 
震度７ 
 

 
西尾市民病院 

 
震度６強 
 

 
碧南市民病院 

 
刈谷豊田総合病院 

 
安城更生病院 

 
震度６弱 
 

 
岡崎市民病院 

 
豊田厚生病院 

 
トヨタ記念病院 

○西三河南部西圏域は、震度6強以上で大きな被害 
 が予想され、病院機能が制約を受ける可能性もある。 
○西三河南部東圏域（岡崎・幸田）、西三河北部圏域 
 は、震度６弱で病院機能は維持されると考えられる。 



西三河南部東圏域（岡崎・幸田）での訓練 
１．訓練の概要 

 ○ 南海トラフ巨大地震の発生により、西三河南部西地域 
 （碧海5市、西尾市）で震度6強以上、沿岸部で最大震度７の 
  強い揺れが起き、家屋倒壊、火災、津波等により、多くの 
  死傷者が発生。また、液状化等により西三河南部西地域の 
  災害拠点病院の機能が制約される。 
 
 ○ 岡崎市民病院にDMAT活動拠点本部を設置し、幸田町内の 
  道の駅 筆柿の里に前線拠点型SCU（広域搬送拠点）を設置 
    し、西三河地域全体の医療救護活動を展開する。 
  
 ○ 西尾保健所、岡崎市、幸田町の３者で岡崎市民病院内に 
  地域災害医療対策会議(岡崎幸田災害医療対策本部)を設置 
  し、DMAT活動拠点本部、同病院災害医療対策本部と連携し、 
  災害医療対策会議の設置・運用訓練を実施する。 



２．地域災害医療対策会議（岡崎幸田災害医療対策本部）の設置 
  ・運営訓練について 
   【内容】 
   参集訓練･･････岡崎市保健所及び西尾保健所職員(岡崎市在住) 
           が、岡崎市保健所に参集し、通信機器等（衛星 
           携帯電話、岡崎市無線機、WiFiルーター、パソ 
         コンなど）を車両に積み込み、岡崎市民病院へ 
                              移動。幸田町職員は、MCA無線、パソコン持参 
          で、直接、岡崎市民病院に参集。 
   本部設置訓練･･･病院内に地域災害医療対策会議を設置。 
                ネット接続を確立し、EMIS利用環境の構築。 
                              衛星携帯電話の設置により、県災害医療調整 
                              本部との通信環境の構築。 
      病院・救護所･･･EMISによる後方支援病院等の被災、稼働状況 
        状況確認訓練   の情報収集及びEMIS代行入力訓練実施。           

          また、医療救護所との通信・情報収集訓練及 
          びEMIS代行入力訓練実施。 

  DMAT活動拠点･･･DMATからの指示で圏域内だけでなく、西三河 
  本部との連携  南部西圏域の状況を衣浦東部保健所に確認。 



岡崎幸田災害医療対策会議設営 DMAT活動拠点本部設営 

岡崎市民病院災害医療対策本部設営 DMAT活動拠点本部（モニター） 



衛星携帯電話（Ｄｏｃｏｍｏ） 

衛星ブロードバンド（IPStar)通信車両 

衛星ブロードバンド（IPStar)通信機器WiFi 

衛星携帯電話（インマルサット） 



岡崎幸田災害医療対策本部訓練 EMIS画面 

EMIS情報収集・入力訓練 



EMIS情報収集・代行入力訓練 衛星携帯電話（ドコモ）通信訓練 

医療救護所収集情報整理訓練 



岡崎市無線通信訓練 医療救護所状況掲示 



圏域内後方支援病院状況掲示 



DMAT活動拠点本部運営訓練 



DMAT活動拠点本部 西三河南部地域病院情報掲示 



DMAT活動拠点本部 ホワイトボード 



前線拠点型SCU（道の駅 筆柿の里）訓練風景 


